











Electromyography on Top-] apanese Woman Cross-Country Skiers 







はなく，ジートネン滑走（ Lagerstrnm et al , 19 87）や子供のスキーの指導技術の開発






































年齢 身長 体重 経験歴 競技力の水準
（歳） (cm) (kg) （年） (SAJ Points,classical) 
A 女 20 156.0 51.2 7 29.88（’89; 5km) 
B 女 20 162.0 60.5 9 123 .86 （’91;10km) 
c 女 19 164.0 59.0 10 80.50（’91;10km) 
D 女 23 150.0 46.5 14 17 .16 （’90; 5km 
E 女 20 158.3 52.5 9 21.62 （’91; 5km) 
表 2 測定レースとその条件
被検者 参加レース名 大会日
A 第7回伊藤杯全日本チャンピオンスキーレース 昭和64年 1月7日
B 第8回伊藤杯全日本チャンピオンスキーレース 平成2年 1月6日
c 第 8回全日本クロスカントリー音威子府大会 平成2年12月23日
D 第 4回全日本学生チャンピオンスキー大会 平成元年12月26日







































c 1 右上腕三頭筋 5.右大腿外側広筋







E 1.右上腕三頭筋 4. 右大腿外側広筋





ぷ.i 場 距離 成績 天 候 雪 質
キL 中尾 西 同 距 離 競 技 場 5 km(C) 28f立 晴 れ 乾燥雪
札 幌 西 岡 ~e: 離 競 技 場 lOkm(C) 27位；＊ 雪 湿 雪
音威子府チセネシ リクロスカ ントリーコース lOkm(C) 25位 みぞれ 湿 雪
音威子府チセネシリクロスカン トリ ーコース 5 km(C) 13位：＊ 雪 乾燥雪













































ノ三＼ニ 長（km) 5 10 15 
出発点標高（m) 40 40 40 
決勝点標高（m) 40 40 40 
最高地点標高（m) 105 105 105 
最低地点標高（m) 40 40 40 
標 高 差（m) 65 145 145 
極限登行標高差 （m) 52 78 78 




。 !KM 2 3 4 5KM 
図1 被検者C, DおよびEがレース筋電図を測定した
コースの高度化のプロファイノレ






















































略号 ：Dp＝両杖推進滑走，Dp lstr. = 1段（歩）滑走，Diag. ＝交互滑走，uh＝登行走，
Dh ＝滑降（ダウンヒル）， Hb＝関脚登行，Cr. ＝クラウチング姿勢による滑降，図
中の円内の数字はレー ス走行時間 （分），以下この種の図の見方は同じ
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M. tric. brae.( r) 
M.deltoid.(r) 
M. teres maj.(r) 
M.deltoid.(l) 
悦 rec.f. ( r)
M.bicep. f. (r) 
M.tibia. ant.（「）
(MKM.D.'89. OTINP) 




Diag. Double poling w.1・st仁 DP D.uphil トセr.bo. 
ithout 
F回t （円），ー（し）”守..(.RL) w str. 
Downhill 
Plow Cr. 

















DP = Double Poling （両杖推進滑走），
D. up hil＝交互登行走，Her.bo. ＝開脚登行，





































表6 被検者Eがクロスカントリー スキー ・クラ













図5a 被検者Eにおけるクロスカン トリ スーキー クラシカル走法・5kmレー ス全過程の
6系統筋電図原波形
記録は図5bへ続く．図の見方は図2aに同じ
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11 Oiag Dp-lsWDh Op& Dp句ls!r Pt.Oh 二二北山山出：~~~＇.州川村州HW州tHI州村川：付州町村H州竹村J州州州川町仰い
い i Hト坤件；；！
tH＋州＋州#i+lfi+H州#t十州仲十件~仲~州~キHl\11付判例＊州+mt併H+ltt+附＋＋十州~＋tt,










































IM. rec. f. ( r) ……山ナい、／＂. ,....,._,.,._.., .＼·，~川，＼，，＼川、 -t\.,,...-1'川いィ、町州九hmv
M.v.laU. (r) 「叫加畑酬哨 4酔v ~ γ叶い＋噌四咋市 ι市4い、抑制F ’裕司ト唱’














J仲川内川；＼，；，， •：＇ ~－，~i·；.＂·＇＇’J~＼.＇"fl＇＇ 川、，，.，... r. 叩仙川
〕ナ』同一ーャ今吋叫吋吋"'-'I"*吋～伽中小M. rec. f. ( l ) ゆ咽栴畑噌合併
D.h. Dp-1str 。 0-u.h. Hb 
図6 本学スキ一部学生，被検者Aにおけるクロスカントリー スキー・クラシカル走法・
5 kmレースで駆使された技術別の抜粋筋電図原波形
略号 ：Dh＝ダウンヒル， Dp-lstr＝一段（歩）滑走，Hb ＝関脚登行走，
D-u.h. ＝交互 （ダイアゴナル） 登行走




骨て4二4勺埼.. M. teres maj.(r) .伽」－－~ ...：と...告台．と
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